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『大好きな石川県』 

  私の父は石川県松任市（現白山市）で生まれ育ちました。幼少期を大阪で暮らしていた私は、休みにな

ると、石川へ遊びに行きました。漁師だった祖父は私が生まれる前に他界しましたが、叔父が後を継ぎ漁

師として海に出ていました。毎日海で遊び、夜は獲れたての刺身を食べます。時々漁にも連れていっても

らいました。大きく揺れる舟で酔った記憶、浜に帰ってから、網にかかった魚をとる作業は今でも鮮明に

覚えています。石川県は私にとって第 2のふるさとです。 

  ６月 13 日（金）の夜から 15 日（日）、私たちが所属する保育団体の研修集会が石川県でありました。  

能登半島地震・奥能登豪雨と未曾有の被害に遭った石川県で集会を行なうにあたり、たくさんの議論と検

討を重ね、現地石川のみなさんの気持ちを確認して進めたそうです。「石川に集い、ともに学び合い、当

事者として被災地に思いを馳せ、そしてゆたかに生きることに思いを巡らせることが復興支援の 1 つ」 

そう石川集会実行委員長は述べていました。 

新田保育園から職員 4名が参加し、私は『あそび』の分科会に参加しました。分科会案内の中に『子ども

の共同体の日常に何気なく溶け込んでいた「あそび」。しかし効率性や有用性が問われる現代社会の中で、

子どもの遊びを大人が選び与えたり、社会にとっての教育の意義ではなく、親や子どもの求めに応じる教育

が「よい教育」と捉えたりする傾向があります。本来、あそぶ子どもの姿は、不可解で予測不可能なことで

いっぱいなはずです。こうあってほしいと大人が願う子どもの姿と、ありのまま主体的にあそぶ子どもの姿

には、おそらく小さくない隔たりがあります。だからこそ、子どもがおもしろがったり、おもしろがらなか

ったりする「あそび」について、そこにある無駄や無為を含めて考えていきたい』とありました。この問題

提起に私たち幼児教育に携わる人間は、責任を持ち実践していかなければいけないと感じました。 

そして研修終了後、休暇を利用し研修参加職員で石川県被災地域を訪問しました。豪雨被害のあった輪

島市の幼稚園を施設訪問し園長先生の話を聞いたり、珠洲市を周り復興状況の厳しさを目の当たりにしま

した。車のナビには✖と表示された道が続きます。ここにあったであろう暮らしと営みを感じます。以前

に話を聞いた北陸中日新聞七尾支局長、前口憲幸さんの言葉を思い出しました。「あの日のまま、1 秒も

進めない被害者がいます。１月１日『おめでとう』と言えない地域があることを、みなさんには覚えてい

てほしい」と。今の私にできることは、この言葉を忘れずにいること、石川県の情報に敏感であること、

時間があるときは石川に足を運ぶこと。今後も天国の父に語りながら考えていきたいです。文責濱本昌子 

＜お知らせ＞ 

令和 6年度の決算書ができました。玄関及びホームページにて公開しています。 

７月１日より、曲尾保育士が１歳児りんご組の担任として保育に入ります。 
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＊研修内容や被災地を訪問したことが書かれているため、 

ホームページへの公開は差し控えさせていただきます。 


